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町での本審査終了・認証取得に向けて大きく一歩
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　平成24年5月のWHO（世界保健機関）認証取得を

目指す町では、1月31日から2日間の日程で海外の

セーフコミュニティ認証センターから審査員を迎え、

本審査を受けました。
　審査員は、昨年6月に行われた事前審査以来2回目
の訪問となるアジア地域ＷＨＯセーフコミュニティ認証

生ごみ資源化モデル事業生ごみ資源化モデル事業

町内の業者が回収
し、堆肥化処理施
設で堆肥化

● 家庭から排出される
可燃ごみのうち約４
割は生ごみです。

● 生ごみを資源として
分別することで、ご
みの減量化・資源化
につながります！

生ごみ資源化モデル事業とは？各家庭から可燃物として出されるごみの種類・割合各家庭から可燃物として出されるごみの種類・割合

生ごみ資源化モデル事業の流れ生ごみ資源化モデル事業の流れ

出来た堆肥は
再利用

【今年度の取り組み結果】（平成24年1月末現在）

はじめてみませんか！生ごみの減量化・資源化はじめてみませんか！生ごみの減量化・資源化
　家庭から出る可燃ごみのうち約４割が生ごみで、その80％は水分だといわれています。ごみに出す前に“もうひとしぼり”
の工夫で、生ごみの削減にご協力をお願いします。

“限りある資源を大切に”“限りある資源を大切に”
　資源として活かせるものを捨ててしまっていませんか？身
近なところからもう一度ごみを見直すと、まだまだ工夫でき
るところがあるかもしれません。一人ひとりのちょっとした
心がけが、ごみの減量化やCO2の削減につながります。引
き続き、ごみの減量化・資源化にご協力をお願いします。

町では、環境にやさしい循環型の社会を目指し、ごみの減量化と資源化を図るため「生ごみ資源化モデル事業」に取り組んでいます。

★平成21年度から木下北城地区がモデル地区となり、
　平成23年6月からは新たに八乙女区が参加しています。
　今後も地区拡大を進めていく計画です。

平成21年度上伊那広域連合組成調査から

生ごみ
38.05％

紙類36.01％

プラスチック類
2.81％

布・木・ガラス
その他23.03％

びん・缶・金属類
0.09％

★ 乾かしてから

★ 水にぬらさない

★ しっかりしぼる

◆ 水切りでごみの減量化とCO2の削減

・野菜くずや果物の皮は三角コーナーに捨てずに、
  食品トレーの上やざるで乾かしてからごみに出す

・ごみに出す前にしっかりしぼる

・玉ねぎの皮など初めから乾いているものは、水分を含んでいる生ごみとは別にしておく
・じゃがいもなど皮をむく野菜は、洗う前に皮むきをする

◆生ごみ処理機購入補助事業
　町では、平成11年度から生ごみ処理機購入費の補助を行っ
ており、生ごみ処理機の購入一基あたり最大2万円を交付し
ています。詳しくは住民環境課までお問合せください。

１か月あたり

約３.5トンもの
生ごみが資源化
されました

水分をよく切ることで、
いやな臭いや腐敗防止
にも役立ちます！

各家庭で分別した生ごみ
をごみ収集ステーション
に出す（週２回）※
※燃やせるごみの日と同日           

センター長の趙・埈佖さんら3人。現地審査は、町セーフコミュ
ニティ推進協議会の「交通安全」「くらしの安全」「高齢者の安全」
「子どもの安全」「自殺予防」の各対策委員会と外傷調査委員会、
モデル地区の北小河内区がそれぞれプレゼンテーションを行
い、これまでの取り組みや今後の計画などを検証しました。
　このほか、みのわ健康アカデミーの活動やモデル校である箕
輪東小学校と「見守り隊」などの視察が行われました。
　全体を通して趙センター長は、認証に向けて前向きな姿勢を
示していて、推進協議会では今回の審査結果や意見を基に申請
書の加除を行い、正式な審査結果の通知を待ちます。
　町では今後も引き続き取り組みを続け、安全・安心のまちづ
くり「セーフコミュニティ」の実現を目指します。

チョウ ジュンピル

住民環境課  生活環境係   ☎79-3111（内線116）問合せ先

平成23年度 生ごみ資源化状況
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・可燃ごみが減った！
・初めは面倒だったけど、すぐに慣れました。
・臭いの問題は、密閉容器で軽減できました。

参加者の
みなさんの声

など、喜ばれています。
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次回の箕輪町のすがたは
3月24日（土）掲載予定です。今月は、生ごみの資源化についてお知らせします。
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総務課 総務広報係まで
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